第3章 冠婚葬祭
１　冠

出生

　出産となれば、嫁の里の負担の大変なことは、昔も今も変わりない。男女どちらが生れても、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うぶぎ),産着)（四ツ身）を嫁の里や、親類からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おく),贈)って祝う。

お宮参り

　子供が初めて神社へお参りするのが「お宮参り」である。現在は、七・五・三のお祝いに派手に着飾って、お宮参りをする事が盛んになった。それに対し、「忌み開け」のお宮参りをする姿は次第に薄れて来ている。

　女の子は出生33日目に、男の子は31日目に、夫側の祖母が子供を背負い、お祝いにもらった晴着を掛けてお参りする。その時、夫側に祖母の無い時は、嫁の里の母がこの役になる。

昔の人は、お産を汚れと考えていたので、神前に出ることをなるべく遅くし、忌が明けてからお宮参りをすることにしていた。現代風に考えると、産婦の体が復調するのに1か月ほどかかるので、このころになれば、子供を連れて外出も出来るようになるからである。
まま食い初め

　「まま食い初め」は「この子が、一生食べるものに不自由しないように」という祈りをこめて行う儀式である。普通生後100日目に行われていた。

　「まま食い初め」には、「茶わん」「おわん」「はし」すべて新しいものを整える。もちろん儀式であるから、子供の口の中に、赤飯を1～2粒入れてやるのが風習であった。

初節句

　生まれて初めて迎える節句を「初節句」という。女の子なら3月3日の桃の節句、男の子なら5月5日のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たんご),端午)の節句を祝う。
　初節句には、妻方の側から、女の子にはお人形やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だいり),内裏)様を、男の子には、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のぼり),幟)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こいのぼり),鯉幟)を贈ってお祝いの気持を表す。当日は、初節句の子供を中心に家族揃って祝い、祝品をもらった親類や、近所の家に、赤飯や祝菓子を子供の名前で届ける。

誕生日

　満1年の誕生日には、元気に育ってほしいとの願いをこめて、一生EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もち),餅)のお供えを作り、それを子供にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せ),背)おわせる風習があった。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もち),餅)を背負って2・3歩歩く子供はまれにはあるが、普通は倒れて泣く。子供の前にお金・そろばん・米・えんぴつを並べて自由にとらせ、その取った品物で、この子の将来を大人たちが勝手に占ったりして喜んだものである。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひも),紐)落し

　七・五・三の起源は、男女とも満3歳になると、「髪置」といって髪を伸ばし始め、男は5歳になると「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はかま),袴)着の祝い」をして衣服を着ける。女は7歳で「帯祝」をして着つけ、紐を取って帯を締めたのが始りとされている。

　七・五・三の祝いは、3歳になった時、女の子は美しい和服で、男の子は羽織・はかまか洋服で両親と神様にお参りする。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やくどし),厄年)
　42歳とその前後を厄年といい、42歳はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいやく),大厄)と言って「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わざわ),災)い」が来るとされた。そのため42歳になるとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やく),厄)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のが),逃)れとして、親せき、友人を呼んで厄払いをした。一般に、男は19歳・29歳も厄といい、女は33歳だといわれるが、地域によって相違があるようである。
年祝い

　61歳は還暦、70歳をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こき),古稀)、77歳をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きじゅ),喜寿)、88歳をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(べいじゅ),米寿)、99歳をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はくじゅ),白寿)として祝った。子らが、布団や赤い「ちゃんちゃんこ」を贈って祝ったが、これを米寿にする家庭もある。

　銀婚式、金婚式というものもあるが、これを正式の祝いとして取り上げている家庭はあまりない。

